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資料６ 

令和２年６月30日 

障害者計画・第６期障害福祉計画等策定委員会 

 

武蔵野市障害者福祉についての実態調査 

―概要版― 

 

● 調査の目的 

この調査は、令和２年度に策定を予定している武蔵野市障害者計画に反映するとともに、日常生活を送る上

で必要になるサービスを検討する資料として活用するために実施しました。 

 

● 調査設計 

調査対象：令和元年11月１日現在武蔵野市が援護の実施機関である身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者

保健福祉手帳の各手帳所持者と自立支援医療（精神通院）受給者で「つながり」、「こころのつな

がり」送付対象者、及び医療費助成（難病・肝炎・小児慢性）受給者 

調査方法：郵送法（郵送配布－郵送回収） 督促１回 

調査期間：令和元年11月28日（木）～12月20日（金） 

 

● 回収結果 

区 分 発送数 有効回収数 有効回収率 前回回収率 

身体障害 1,288   748 58.1％ 55.7％ 

知的障害   410   260 63.4％ 64.8％ 

精神障害   792   373 47.1％ 49.1％ 

難病・特定疾患   510   310 60.8％ 56.2％ 

合計 3,000 1,691 56.4％ 55.3％ 

● 本人について 

○年齢は、身体障害者では「75歳以上」が約５割で高齢層が多く、知的障害者では６歳から29歳までの若

年層、精神障害者では40歳から64歳までの壮年期にかけて多くなっています。難病・特定疾患では50

歳以上が多くなっています。 

＜年齢＞                                    （％） 

  ｎ 
０～ 

５歳 

６～ 

18 歳 

19～ 

29 歳 

30～ 

39 歳 

40～ 

49 歳 

50～ 

64 歳 

65～ 

74 歳 

75 歳 

以上 
無回答 

  全  体 1,691 0.9 5.4 8.8 7.6 13.7 18.3 16.1 26.7 2.5 

身体障害者 748 0.4 1.2 2.4 2.9 5.3 13.8 21.7 49.7 2.5 

知的障害者 260 4.6 25.8 30.8 14.6 14.6 5.8 1.9 0.8 1.2 

精神障害者 373 - 3.2 8.3 11.3 28.4 28.7 13.7 3.8 2.7 

難病・特定疾患 310 0.3 1.0 6.1 8.7 15.5 27.1 17.4 20.3 3.5 

※網掛けはその各区分で20％以上の数値 
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● 保健・医療について 

○健康管理や医療の面で困ったり不便に思うことは、「特にない」が身体障害者、精神障害者、難病・特定

疾患で３割から４割台と多くなっています。「通院するのが大変」はいずれの障害でも２割台となってい

る他、「障害のため症状が正確に伝えられない」は知的障害者に特に多く、「医療費の負担が大きい」は難

病・特定疾患での指摘が多くなっています。 

 

＜健康管理や医療の面で困ったり不便に思うこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

● 相談について 

○相談相手が「いる」は知的障害者で８割近く、身体障害者と精神障害者でも６割台となっています。 

＜相談相手＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○相談の際の不便なことでは、知的障害者と精神障害者では「実際の支援につながらない」「相談先が限ら

れている」などがの不満が多く、精神障害者と難病・特定疾患では「プライバシーが守られるか不安」も

あげられています。 

＜相談の際の不便なこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

○相談先がない理由では、身体障害者、精神障害者、難病・特定疾患では「相談先がわからない」が４割以上、難

病・特定疾患では「他人に相談するのが不安」が３割以上と多くなっています。また、知的障害者と難病・特

定疾患では「家族や友人以外に相談する必要がない」が２割台となっています。 

  

ｎ

□特にない □通院するのが大変 □医療費の負担が大きい □障害のため症状が正確
に伝えられない

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

37.0

43.2

20.4

39.4

32.9

0 30 60 (%)

24.0

22.1

28.8

22.3

26.5

0 30 60 (%)

18.5

14.0

9.2

19.6

35.5

0 30 60 (%)

12.2

4.5

46.2

12.1

2.3

0 30 60 (%)

  全  体 (712)

身体障害者 (274)

知的障害者 (164)

精神障害者 (196)

難病・特定疾患 (78)

69.0

79.3

65.3

53.8

26.3

18.3

31.6

42.3

4.7

2.4

3.1

3.8

(%)ｎ
68.7 27.7 3.7

(%)
いる いない 無回答

ｎ

□ 相談先が限られている □ 実際の支援につながら
ない

□ プライバシーが守られる
か不安

□ 実際に支援が始まるま
でに時間がかかる

□ 相談場所が遠い

  全  体 (489)

身体障害者 (189)

知的障害者 (130)

精神障害者 (128)

難病・特定疾患 (42)

14.1

9.5

19.2

18.0

7.1

0 20 40
(%)

13.3

9.0

22.3

13.3

4.8

0 20 40
(%)

10.0

6.9

4.6

16.4

21.4

0 20 40
(%)

9.4

7.4

11.5

8.6

14.3

0 20 40
(%)

8.6

4.8

11.5

10.9

9.5

0 20 40
(%)
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＜相談先がない理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

● 放課後や休日のサービスについて（児童） 

○放課後や休日のサービスに関して、現在の利用状況では「放課後等デイサービス」が62.4％と多くなってい

ます。利用意向が高いサービスとしては「移動支援（ガイドヘルプ）」が目立ちます。また、「放課後等デイ

サービス」の利用希望回数は“週５回以上”、「日中一時支援」では“週１回”が多くなっています。週当たり

の希望平均利用回数は「放課後等デイサービス」が3.5回、「日中一時支援」が2.1回となっています。 

〇「放課後等デイサービス」の利用は前回調査の54.8％から今回は62.4％に、希望平均回数も週2.4回から

週3.5回へと増えています。 

＜放課後や休日のサービス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 就労について 

○障害児を持つ母親の就労状況は「正社員として働いている」が17.8％で、「パート・アルバイトなどで働

いている」（31.7％）を合わせた《就労中》は49.5％となっています。なお、「働いていないが、できれ

ば働きたい」は34.7％と、就労意向のある人が多くなっています。 

〇《就労中》の母親は前回の30.8％から今回は49.5％と大きく増加していいます。 

＜母親の就労状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ

□相談先がわからない □他人に相談するのが不
安

□家族や友人以外に相
談する必要がない

□誰にも相談したくない

  全  体 (197)

身体障害者 (72)

知的障害者 (30)

精神障害者 (62)

難病・特定疾患 (33)

44.7

47.2

20.0

48.4

54.5

0 30 60 (%)

24.9

22.2

16.7

25.8

36.4

0 30 60 (%)

13.7

13.9

23.3

4.8

21.2

0 30 60 (%)

6.6

2.8

3.3

12.9

6.1

0 30 60 (%)

62.4

19.8 21.8

3.0

14.9
6.9 9.9 10.9

33.7

11.9
5.0

21.8 25.7 24.8

9.9

30.7

5.9 8.9 9.9
19.8

5.0

30.7

0

20

40

60

80

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

①現在利用しているサービス n=(101)  ②今後,利用したいサービス n=(101)  

(%)

放
課
後
等 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

日
中
一
時
支
援 

武
蔵
野
市
内
の 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 

市
外
の
シ
ョ
ー
ト 

ス
テ
イ 

移
動
支
援 

（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
） 

学
童
ク
ラ
ブ 

あ
そ
べ
え 

左
記
以
外
の
障
害
者 

団
体
の
活
動 

民
間
の
塾
や
習
い
事 

利
用
し
て
い
る 

も
の
は
な
い 

無
回
答 

 
★週当たりの利用希望回数 
放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ ：週１回（9.1%）、週２回（18.2%）、週３回（27.3%）、週４回（4.5%）、週５回以上（36.4%） 

日中一時支援 ：週１回（38.5%）、週２回（23.1%）、週３回（3.8%）、週４回（-）、週５回以上（11.5%） 

17.8 31.7 34.7 8.9 5.0

1.0

1.0

ｎ

(101)

(%)

正
社
員

と
し
て

働
い
て

い
る

パ
ー

ト

・

ア
ル
バ

イ
ト
な

ど
で

働
い
て

い
る

働
い
て

い
な
い

が
、

で
き
れ

ば
働
き

た
い

働
い
て

い
な
い

し
、

そ
の
意

向
も
な

い

そ
の
他

母
親
は

い
な
い

無
回
答
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○本人の就労状況は、19歳～64歳の間では63.6％の人が何らかの形で就労しており、就労の形態として

は、「会社員等」が25.3％、「パート、アルバイト等」が18.1％と多くなっています。 

○19歳～64歳の間で《就労中》の人は前回調査の60.4%から今回は63.6％に上昇しています。 

＜本人の就労状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上図は19～64歳の勤労世代に絞って表示しています。 

 

● 障害者差別解消法について 

〇障害者差別解消法を「知っている」は15.7％、「聞いたことはある」は27.9％となり、両者を合わせた

認知度は43.6％となっています。 

○差別解消法の認知度は前回の31.6％から今回の43.6％へと大きく上昇しています。 

〇差別を感じる場面は「特にない」（65.1％）が多く、「公共施設や交通機関を利用するとき」が8.8％、

「仕事を探すとき」が6.4％となっています。 

 

＜障害者差別解消法の認知状況＞ ＜差別を感じる場面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (818)

19～29歳 (148)

30～39歳 (129)

40～49歳 (232)

50～64歳 (309)

21.6

33.3

25.4

23.6

1.6

3.9

5.2

20.3

14.0

21.1

16.5
0.6

25.0

20.9

9.5

4.5

10.1

4.7

4.7

1.6

20.9

24.0

32.8

46.3

2.0

1.6

2.6

1.6

(%)ｎ
25.3 3.3 18.1

0.2

12.2 4.5 34.4 2.0

(%)

会

社

員
、

団

体

職

員

な

ど

と

し

て

働

い

て

い

る

自

営

業

を

し

て

い

る パ
ー

ト
、

ア

ル

バ

イ

ト
、

契

約

・

派

遣

社

員

な

ど

と

し

て

働

い

て

い

る

内

職

を

し

て

い

る

就

労

継

続

支

援

Ａ

型

・

Ｂ

型
、

就

労

移

行

支

援

を

利

用

し

て

い

る

そ

の

他

働

い

て

い

な

い

無

回

答

職場や学校にいるとき

その他

特にない

　無回答

n=(1,691)  

公共施設や交通機関
を利用するとき

仕事を探すとき

お店を利用するとき

病院を利用するとき

住む家を探すとき

8.8

6.4

5.6

5.6

5.0

4.9

3.1

65.1

10.7

0 20 40 60 80 (%)

n = (1,691)

知っている

15.7%

聞いたこと

はある

27.9%

知らない

51.9%

無回答

4.4%
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● 障害福祉サービスについて 

○障害福祉サービスを「利用している」は知的障害者では７割を超えていますが、難病・特定疾患では「利

用していない」が84.5％、身体障害者と精神障害者でも６割台となり、区分による偏りが大きくなって

います。 

＜障害福祉サービスの利用状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障害福祉サービスの利用の際に不便だと思うことでは、「何が利用できるのかわからない」や「サービス

に関する情報が少ない」という声が少なくありません。特に精神障害者ではこれらの情報不足を指摘する

ものが他の障害より多くなっています。また、知的障害者では、「サービスを利用するための手続きが大

変」なども多くなっています。 

＜障害福祉サービスの利用の際に不便だと思うこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

21.7

74.2

22.5

6.8

66.7

18.5

66.2

84.5

5.7

3.8

8.3

3.9

5.9

3.5

2.9

4.8

(%)ｎ

27.2 62.4 5.7 4.7

(%)
利用している 利用していない わからない 無回答

ｎ

□他人を家に入れること
に抵抗がある

□利用したい内容のサー
ビスがない

□利用できる回数や日数
が少ない

□事業所との利用日時な
どの調整が大変

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

6.9

5.5

5.8

10.7

6.5

0 20 40 (%)

5.9

4.3

6.5

10.2

3.9

0 20 40 (%)

5.6

3.1

19.6

3.2

2.9

0 20 40 (%)

5.4

3.2

15.0

5.9

1.9

0 20 40 (%)

ｎ

□何が利用できるのかわ
からない

□サービスに関する情報
が少ない

□サービスを利用するた
めの手続きが大変

□サービスの利用方法が
わかりづらい

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

26.8

22.7

19.6

37.3

30.0

0 20 40 (%)

19.3

15.8

19.2

26.3

19.7

0 20 40 (%)

8.2

4.0

21.2

8.3

7.1

0 20 40 (%)

7.6

6.4

7.7

9.7

8.1

0 20 40 (%)
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● 災害時の対応について 

○市の災害時要援護者支援対策事業に「登録している」は１割未満となっています。 

＜災害時要援護者支援対策事業への登録状況＞ 

 

 

 

 

 

 

○災害時の不安は、精神障害者と難病・特定疾患では、「薬や必要な医療的ケアが受けられるかどうか不安

がある」が５割台と多くなっています。知的障害者と精神障害者では「避難所でほかの人と一緒に過ごす

ことに不安がある」が４割以上と多くなっています。知的障害者ではこの他、「避難所の設備や、必要な

支援が受けられるか不安がある」「避難所に避難したいが一人では避難できない」が３割台、精神障害者

では「近くに助けてくれる人がない」が２割台で他の区分より多くなっています。 

＜災害時の不安＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 引きこもりについて 

〇障害当事者の引きこもりの状況を把握するため、回答内容をいくつか組み合わせて算出したところ、引き

こもりの可能性がある該当者は27人、全体の1.6％となりました。 

 

【算出方法】 

内閣府調査も参考に、社会的な接点の少なさに着目して以下の項目で抽出しました。 

まず、回収総数1,691件（①）から、年齢を40歳以上65歳未満に絞り（②）、通学も就労もしていない

（③）、障害福祉サービスの利用がない人（④）で、用事のない時の過ごし方に不満を持っている人（⑤）

のうち、さらに同僚・友人・近所の人との日常的な会話の頻度が少ない人（⑥）としました。 

  

7.4

0.2

73.0 15.0 4.4

ｎ

(1,691)

(%)

登録している 申請中 登録していない わからない 無回答

ｎ

□できるだけ自宅で避難
していたいが災害情報
が入手できるか不安が
ある

□できるだけ自宅で避難
していたいが一人では
不安がある

□避難所に避難したいが
一人では避難できない

□近くに助けてくれる人が
いない

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

27.7

30.7

28.8

28.2

18.7

0 30 60 (%)

17.4

16.3

25.8

21.4

8.4

0 30 60 (%)

15.1

16.7

30.8

10.5

3.9

0 30 60 (%)

15.0

14.0

11.5

24.4

9.0

0 30 60 (%)

ｎ

□できるだけ自宅で避難
していたいが水や食料
が入手できるか不安が
ある

□薬や必要な医療的ケア
が受けられるかどうか不
安がある

□避難所でほかの人と一
緒に過ごすことに不安
がある

□避難所の設備や、必要
な支援が受けられるか不
安がある

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

44.8

43.9

49.2

51.5

35.2

0 30 60 (%)

41.3

36.4

25.0

53.4

52.6

0 30 60 (%)

33.1

21.1

57.7

45.8

26.1

0 30 60 (%)

28.9

27.7

38.5

27.9

25.2

0 30 60 (%)
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①回収総数  1,691件  100.0% 

 

②40歳以上65歳未満  541件  32.0% 

 

③通園通学／就労なし  216 件  12.8% 

 

④障害福祉サービスの利用なし  157 件  9.3% 

 

⑤用事のないときの過ごし方に不満  52件  3.1% 

 

⑥ 日常的な会話の頻度が少ない 

（直近６カ月） 

２７件  1.6% 
内訳 

身体 ７件 

知的 ０件 

精神 １６件 

難病 ４件 

  ※表示している比率はすべて回収総数1,691件を100％とした値 

  ※⑤用事のないときの過ごし方に不満：「あまり満足していない」を含む 

  ※⑥日常的な会話の頻度が少ない人：問28の②学校や職場、施設の人、③友人・知人、④近所の人、地域の人

の回答がいずれも「ほとんど話さない」（無回答を含む） 

 

【参考】内閣府調査  （生活状況に関する調査  平成30年度）  該当者  1.45％ 

調査対象：全国の40歳～64歳  5,000人   調査時期：平成30年12月 

内閣府調査ではひきこもりを、自室や家からほとんど出ない状態に加え、趣味の用事や近所のコンビニ

以外に外出しない状態が6カ月以上続く場合と定義。 

なお、内閣府調査では身体障害を理由とする場合は定義から外している。 

● 今後のことについて 

○将来の暮らしの希望をみると「家族と一緒に暮らしたい」は身体障害者と難病・特定疾患で４割台と多

く、知的障害者では「グループホームで暮らしたい」が28.1％と他の区分より多くなっています。また、

精神障害者では「独立して暮らしたい」も２割台となっています。 

＜将来の暮らし方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

15.2

11.9
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18.1
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28.1

33.2

48.4
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〇武蔵野市での暮らしに「とても満足している」は31.8％で、「まあ満足している」を合わせた《満足して

いる》は88.3％（前回87.0％）と多くなっています。また、いずれの障害区分、年齢でも《満足してい

る》は８割以上となっています。 

＜武蔵野市での暮らしの満足度＞ 

 

 

 

 

 

● 施策要望について 

○施策要望では、「地震や台風など災害時の支援体制の整備」「いつでも気軽に相談できる窓口の充実」「住

宅の整備、住宅探しの支援」の３項目は障害に関わらず上位にあげられており、共通した施策要望と

なっています。この他、身体障害者では「障害者が利用しやすい移動手段の整備」、知的障害者では

「日中の居場所の確保」「趣味の活動の支援」「発達障害児・者への支援」、精神障害者では「就労支援」

などが上位にあげられています。 

＜施策要望＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.8 56.5 4.3

2.4

5.0

ｎ

(1,691)

(%)

とても満足

している

まあ満足

している

あまり満足

していない

満足

していない
無回答

ｎ

□発達障害児・者への支
援

□小中高生の放課後・休
日に利用できるサービ
ス

□未就学児への支援 □疾病予防など健康づくり
のための講習会などの
開催

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

10.0

4.5

20.4

15.3

8.1

0 30 60 (%)

7.3

4.4

15.8

4.8

10.0

0 30 60 (%)

5.2

4.1

3.1

5.4

9.4

0 30 60 (%)

4.0

4.1

1.2

4.3

5.8

0 30 60 (%)

ｎ

□就労支援 □日中の居場所の確保
（大人のための）

□趣味の活動の支援（障
害者福祉センターの講
習会など）

□障害や疾病に対する理
解を深めるための啓発
活動

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

17.0

11.6

17.7

27.3

16.8

0 30 60 (%)

15.3

13.6

25.0

15.0

11.6

0 30 60 (%)

11.4

9.9

24.2

9.4

6.5

0 30 60 (%)

10.1

8.3

13.5

14.2

6.5

0 30 60 (%)

ｎ

□地震や台風など災害時
の支援体制の整備

□いつでも気軽に相談で
きる窓口の充実

□住宅の整備、住宅探し
の支援（グループホー
ム、住宅相談など）

□障害者が利用しやすい
移動手段の整備

  全  体 (1,691)

身体障害者 (748)

知的障害者 (260)

精神障害者 (373)

難病・特定疾患 (310)

32.7

34.6

32.7

26.8

35.2

0 30 60 (%)

28.6

26.9

21.2

38.9

26.5

0 30 60 (%)

23.9

16.3

46.5

28.4

17.7

0 30 60 (%)

19.6

29.0

9.2

10.2

17.1

0 30 60 (%)


